
　
今
回
は
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
便

利
な
機
能
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
受
信
機

は
日
南
町
内
の
全
戸
と
事
業
所
な
ど
に
設
置

し
て
い
ま
す
。

　
受
信
機
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
便
利
な
機
能

が
付
い
て
い
ま
す
。
便
利
な
機
能
を
使
い
、

防
災
行
政
無
線
を
日
頃
の
生
活
に
役
立
て
ま

し
ょ
う
。

・
録
音
・
再
生
機
能
に
つ
い
て

　
　
受
信
機
に
は
録
音
機
能
が
付
い
て
い
ま

　
す
。
放
送
を
受
信
す
る
と
自
動
的
に
録
音

　
さ
れ
、
聞
き
逃
し
た
放
送
を
い
つ
で
も
再

　
生
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
⑨
「
再
生
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
新
し
い
も
の

　
か
ら
順
番
に
ス
ピ
ー
カ
ー
で
再
生
さ
れ
ま
す
。

　
　
再
生
を
止
め
た
い
と
き
に
は
⑥
「
緊
急
解

　
除
・
停
止
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
止
ま
り
ま
す
。

　
　
未
再
生
の
録
音
が
あ
る
と
き
に
は
⑤

　
「
録
音
」
ラ
ン
プ
が
橙
色
で
点
滅
し
ま
す
。

　
録
音
さ
れ
る
時
間
は
60
分
で
、
こ
れ
を
超
え

　
る
と
古
い
も
の
か
ら
順
番
に
消
去
さ
れ
ま
す
。

・
緊
急
放
送
に
つ
い
て

　
　
災
害
な
ど
の
緊
急
放
送
は
自
動
的
に
最

　
大
音
量
で
受
信
し
ま
す
。
⑥
「
緊
急
解

　
除
・
停
止
」
ボ
タ
ン
を
押
す
と
通
常
の
音

　
量
に
戻
り
ま
す
。

・
ラ
イ
ト
に
つ
い
て

　
　
本
体
に
は
⑦
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
が
内
蔵
さ

　
れ
て
い
て
、
停
電
し
自
動
的
に
電
池
に
切

　
り
替
わ
っ
た
と
き
に
点
灯
し
ま
す
。
⑧
「
ラ

　
イ
ト
」
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
で
手
動
で
も

　
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
き
ま
す
。

・
電
源
に
つ
い
て

　
　
通
常
は
Ａ
Ｃ
電
源
で
動
作
し
ま
す
が
、

防
災
行
政
無
線
受
信
機
の
便
利
な
機
能

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

　
停
電
時
は
自
動
的
に
電
池
に
切
り
替
わ
り

　
単
Ⅰ
電
池
２
本
で
約
１
週
間
動
作
し
ま
す
。

　
　
電
池
が
消
耗
し
た
ら
入
れ
替
え
ま
す
が
、

　
単
Ⅰ
電
池
が
な
い
と
き
は
本
体
の
電
池
ふ

　
た
を
開
け
て
電
池
ケ
ー
ス
を
取
り
出
し
て

　
反
転
さ
せ
る
こ
と
で
単
Ⅱ
、
単
Ⅲ
電
池
も

　
使
用
で
き
ま
す
。

　
　
長
期
間
家
を
空
け
る
と
き
は
本
体
右
側

　
面
の
電
源
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
Ａ
Ｃ
コ
ー
ド
を
抜
い
た
だ
け
で
は
電
池
に

　
切
り
替
わ
っ
て
電
池
を
消
耗
し
ま
す
。

・
本
体
前
面
の
ラ
ン
プ
に
つ
い
て

　
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
は
災
害
な
ど

の
緊
急
放
送
や
町
か
ら
の
重
要
な
情
報
を
受

信
す
る
も
の
で
す
。
本
体
の
ラ
ン
プ
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
決
ま
っ
た
時
間
に
放
送
す
る

時
報
な
ど
を
確
認
し
、
い
つ
で
も
受
信
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
受
信
で
き

な
い
と
き
は
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
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道の駅にちなん出荷者協議会では、道の駅にちなん日野川の郷の直売所に出荷していただける方を募集しています。
野菜だけではなく、加工品・工芸品なども出荷できます。出荷者協議会に新規加入していただくと、たったもカードの行
政ポイントを進呈します。興味のある方はお気軽にお問い合わせください。
【入会申込・問合せ】　道の駅にちなん日野川の郷：82-1707　　役場農林課：82-1114

出荷者募集中！

温湯　正人さん　(下石見)
ぬくゆ まさと

このコーナーでは、道の駅にちなん出荷者協議会の活動をご紹介していきます。
第４回目は温湯正人さんにお話を伺いました。

出荷者協だより vol.0４

　休耕田の活用として野菜を作り、日南の自然に癒されながら日々を過ごしたいと思い、

10年程前に40年住んだ米子からUターンしてきました。当時は今よりアスパラガスの出

荷量が少なく、消費拡大の可能性を感じ、栽培を始めました。野菜作りの知識がまった

くなかったので、倉吉の農業大学校に半年ほどお世話になりました。

Ｑ1 野菜を作り始めたきっかけを教えてください。

　日照時間が長く、風通し、排水が共に良好な場所で、定植までの土壌づくりを行って

います。あとは、適切な本数の配置と定期的な追肥、防除や状況に応じた潅水など、徹

底した管理をして育てています。

Ｑ2 アスパラガスを育てる上でのこだわりはありますか。

　４cmくらいの食べやすいサイズに切り、30秒程度サッと茹でた後、フライパンでバ

ターと炒めます。醤油と鰹節を軽くかけて食べるとおいしいですよ。

Ｑ3 アスパラガスの食べ方のオススメはありますか。


